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1. はじめに

急激に変化する時代の中で，我が国の学校教育には，一
人一人の児童生徒が，自分のよさや可能性を認識するとと
もに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様
な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊か
な人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることが
できるよう，その資質・能力を育成することが求められて
いる。さらに，豊かな情操や規範意識，自他の生命の尊重，
自己肯定感・自己有用感，他者への思いやり，対面でのコ
ミュニケーションを通じて人間関係を築く力，困難を乗り
越え，ものごとを成し遂げる力，公共の精神の育成等を図

るとともに，子供の頃から各教育段階に応じて体力の向上，
健康の確保を図ることなどは，どのような時代であっても
変わらず重要である。（1）

これからの時代においては，社会を構成する主体である
一人一人が，高い倫理観をもち，人間としての生き方や社
会の在り方について，多様な価値観の存在を認識しつつ，
自ら考え，他者と対話し協働しながら，よりよい方向を模
索し続けるために必要な資質・能力を備えることが求めら
れている。子供たちのこうした資質・能力を育成するため
に，道徳教育はますます重要になっていると考えられる。（2）

本研究では，高等学校において，校長の方針の下に全教
師が協力して進められる道徳教育について，教職課程の学
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生に対する道徳教育に係る専門性と実践力を育成するため
の在り方について，教育実習を終えた大学 4 年生のアン
ケート調査等から検討したので報告する。

2. 高等学校における道徳教育に係る経緯と重要性

2.1　学習指導要領の変遷と現在
昭和 26 年 1 月 4 日，教育課程審議会答申において「道徳

教育は，学校教育全体の責任である。したがって各学校に
おいては，全教師はその指導の責任を自覚しなければなら
ない。」（3）とされ，昭和 26 年高等学校学習指導要領一般編（試
案）で学校教育のあらゆる機会をとらえて道徳教育を行う
ことが明記され，昭和 28 年教育課程審議会答申では社会科
の中での道徳教育の役割が強調された。（下線：筆者）

昭和 35 年高等学校学習指導要領の告示により小，中，
高等学校ともに道徳教育は学校の教育活動全体を通じて行
うことが明示され，昭和 45 年高等学校学習指導要領の改
訂では，「倫理・社会」及び特別活動との関連が重視された。

昭和 53 年高等学校学習指導要領の改訂では，家庭や地域
社会との相互理解，連携について明記され，道徳的実践力
を高めることが目標に掲げられ，社会科に「現代社会」設
置され，「どのように生きるべきか」「よりよい社会をどう
築くか」という道徳的判断力や価値観の育成が重視された。

平成元年高等学校学習指導要領の改訂では，「人間とし
ての在り方生き方に関する教育」が明記され，「公民科」
設置し，多様な価値観を持つ他者と共に，よりよい社会を
築くためにどう行動すべきかを大切にした。

平成 21 年高等学校学習指導要領の改訂では，道徳教育
の全体計画を作成することが明記され，平成 30 年高等学
校学習指導要領の改訂において，「考え，議論する道徳」
への質的転換が打ち出された。「公民」分野の科目は「公
共（新設）」「倫理」「政治・経済」に再編され，「なぜそれ
が正しいのか」を自分の頭で考え，根拠を持って社会に参
加することを求めた。

平成 25 年に設置された教育再生実行会議において「いじ
め問題等への対応について（第一次提言）」（4）は，「現在行
われている道徳教育は，指導内容や指導方法に関し，学校
や教員によって充実度に差があり，所期の目的が十分に果
たされていない状況」にあるとした上で，「道徳教育の重要
性を改めて認識し，その抜本的な充実を図るとともに，新
たな枠組みによって教科化し，人間の強さ・弱さを見つめ
ながら，理性によって自らをコントロールし，より良く生
きるための基礎となる力を育てること」と提言され，道徳
の教科化成立の直接の契機となった。この「第一次提言」
に基づき，文部科学省に「道徳教育の充実に関する懇談会」（5）

が設置され，道徳の教科化に向けての具体的な議論が開始
された。この懇談会がまとめた報告書は，道徳教育の一層

の充実を図るために「道徳の時間」を教科とすることを提
言し，道徳教育が「自立した一人の人間として人生を他者
とともにより良く生きる人格の形成を目指すものである」（6）

として，道徳教育を教育活動の基本として位置づけた。
現在，小・中学校では，小・中学校学習指導要領（平成

27 年 3 月告示）総則（7），（8）において，「学校における道徳
教育は，特別の教科である道徳（以下「道徳科」）を要と
して学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科
はもとより，各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及
び特別活動のそれぞれの特質に応じて，児童の発達の段階
を考慮して，適切な指導を行わなければならない。」とされ，
道徳は，学校のあらゆる活動を通して，関係するすべて人
たちで育むものとしている。

高等学校における道徳教育の目標「道徳教育は，教育基
本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，
生徒が自己探求と自己実現に努め国家・社会の一員として
の自覚に基づき行為しうる発達の段階にあることを考慮し，
人間としての在り方生き方を考え，主体的な判断の下に行
動し，自立した人間として他者と共によりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養うこと」から，小・中学校段階を
土台に，現実の社会問題の中で「自分はどう振る舞うべきか」
という人間としての実践的な生き方の確立を求めた。

2.2　教職課程における道徳教育の在り方
高等学校教諭免許状のみを取得する教職課程は，「道徳

教育の指導法」を履修しないため，次のような内容を指導
する必要があると考える。
2.2.1　高等学校における道徳教育の推進・充実に向けて

高等学校においては，「高等学校学習指導要領（平成 30
年告示）」（以下，「高等学校学習指導要領」）の第 1 章総則
において，全教師が協力して行う道徳教育を，校長の方針
の下に中心となって推進する道徳數育推進教師が位置付け
られ，道徳教育を推進していることを理解させる。
2.2.2　校長の方針の明確化

高等学校学習指導要領解説総則編では，学校の教育課程
の管理者である校長によるその指導力を発揮し，学校の道
徳教育の基本的な方針を全教師に明確に示していること。

そして，全教師が道徳教育の重要性についての認識を深
めるとともに，学校の道徳教育の重点や推進すべき方向に
ついて共通に理解し，具体的な指導を行っていることを理
解させる。
2.2.3　道徳教育推進教師を中心とした協力体制の整備

学校の救育活動全体を通じて行う道徳教育を推進する上
で中心となる道徳教育推進教師には，「道徳教育の指導計
画の作成に関すること」，「道徳教育の研修の充実に関する
こと」「道徳教育の全体計画の評価に関すること」等の役
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割があること。
そして，道徳教育推進上の課題に対応した組織の設置，

各学年段階や校務分掌に応じた推進体制の整備など，「全
教師が積極的に関わることができる機能的な協力体制を整
えること」が重要であることを理解させる。
2.2.4　道徳教育の全体計画

道徳教育の更なる推進・充実を図るためには，道徳教育
の全体計画を指導として具現化する必要がある。「高等学
校学習指導要領解説総則編」には，全体計画の作成に当たっ
て留意すべきことがあり，以下の点を理解させる。

ア　校長の明確な方針の下に道徳教育推進教師を中心と
して全教師の協力・指導体制を整える

イ　道徳教育の特質を理解し，教師の意識の高揚を図る
ウ　各学校の特色を生かして重点的な道徳教育が展開で

きるようにする
エ　学校の教育活動全体を通じた道徳教育の相互の関連

性を明確にする
オ　生徒の実態を踏まえ，保護者及び地域の人々の意見

を活用することや，学校間交流，関係諸機関などと
の連携を心掛ける

カ　計画の実施及び評価・改善のための体制を確立する
なお，イ エ カ について以下の通り補足する。
イ については，道徳教育が全教師の協力の下に推進さ

れることから，「時代や社会の要請，生徒の実態，保護者
や地域の人々の意見等について研修を行い，教師自身の日
常的な指導の中での課題」を明確にした上で，全体計画を
作成する必要がある。教師の意識の高揚を図ることができ，
その積極的な活用につなげることができる。

エ については，「高等学校学習指導要領」において，「公
民科の「公共」及び「倫理」並びに特別活動が，人間とし
ての在り方生き方に関する中核的な指導の場面であること
に配慮すること。」とされていることを踏まえ，全体計画
を作成する際に，中核的な指導の場面としての役割が果た
せるよう計画を工夫することが必要である。

カ については，「高等学校学習指導要領」において，カリ
キュラム・マネジメントの重要性が指摘され，道徳教育の全
体計画を作成する際に，実施状況を評価し，改善するための
仕組みや機会をあらかじめ整えておくことが必要である。
2.2.5　指導内容の重点化

道徳教育を行うに当たって，「高等学校学習指導要領」
では，社会的な要請や今日的課題についても考慮し，指導
内容の重点化を図ることとされ，以下の 5 点を理解させる。

〇　自立心や自律性を高め，規律ある生活をすること
〇　生命を尊重する心を育てること
〇　社会連帯の自覚を高め，主体的に社会の形成に参画

する意欲と態度を養うこと

〇　義務を果たし責任を重んずる態度及び人権を尊重し
差別のないよりよい社会を実現しようとする態度を
養うこと

〇　伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と
郷土を愛するとともに，他国を尊重すること，国際
社会に生きる日本人としての自覚を身に付けること

なお，これらの項目については，発達の段階や特性等を
踏まえ，学校教育のあらゆる機会を捉えて指導することも
理解させる。
2.2.6　豊かな体験活動の充実といじめの防止

勤労観・職業観を育む職場体験，就業体験やボランティ
ア体験，自然のすばらしさを味わうなどの自然体験活動，
地域の行事などへの参加などは，生徒や学校の実態を考慮
し，豊かな体験の積み重ねを通して生徒の道徳性が養われ
るように配慮した上で，生徒の世界を広げ，実生活や実社
会の生きた文脈の中で様々な価値や人間としての在り方生
き方について考えることができる貴重な経験となることを
理解させる。

その際，「生徒に体験活動を通して道徳教育に関わるど
のような内容を指導するのか指導の意図を明確にしておく
ことが必要であり，実施計画にもこのことを明記すること」
に十分留意する必要があることも併せて理解させる。

いじめは，「生徒の心身の健全な発達に重大な影響を及
ぼし，ともすると不登校や自殺などを引き起こす背景とも
なる深刻な問題」であり，社会全体でその防止に取り組ん
でいく必要がある。

道德教育におけるいじめの防止については，いじめ防止
対策推進法第 15 条に「児童等の豊かな情操と道徳心を培
い，心の通う対人交流の能力の素地を養うことがいじめの
防止に資することを踏まえ，全ての教育活動を通じた道徳
教育及び体験活動等の充実を図らなければならない」と規
定されている。

このことを踏まえ，道徳教育においては，公民科の「公
共」及び「倫理」並びに特別活動を人間としての在り方生
き方に関する中核的な指導場面としながらも，教育活動全
体を通して，主として「自分自身」，「人との関わり」，「集
団や社会との関わり」，「生命や自然，崇高なものとの関わ
り」に関する道徳的諸価値で構成される内容項目について
の理解を基にしながら，様々な体験や思索の機会を通して，
人間としての在り方生き方についての考えを深めるように
することを理解させる。
2.2.7　家庭や地域社会との連携

生徒の道徳性の多くは，日々の人間関係の中で養われる
と考えられ，生徒の生活の場である家庭や地域社会との連
携は，道徳教育において欠かせないと推察される。

家庭や地域社会との連携について，道徳教育に関わる情
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報発信を通して，道徳教育の全体計画を示したり，道徳教
育の成果としての生徒のよさや成長の様子を知らせたりす
ることで，家庭や地域社会の理解と協力を得るようにする
ことが必要とされている。

そこで，家庭や地域社会との相互連携を図り，学校での
道徳教育の成果について話し合うことや，それらを学校評
価に生かし道徳教育の改善を図り，道徳教育の推進・充実
につなげていく必要があることを理解させる。

3. 研究の目的

本研究は，道徳科の道徳的価値で構成される「内容項目」
の自己認識に及ぼす影響について，学生の教育経験，高等
学校学習指導要領，教育実習記録の記述，高等学校の公民
科，大学の技術者倫理の教育経験と内容項目との関連性を
検討する。これにより，「道徳教育の指導法」を履修しな
い教職課程学生が履修する「教育実習指導」「教職実践演習」
において道徳教育に係る専門性と実践力をどのように育成
するかなど，教育課題を明らかにする。

4. 研究方法

4.1　調査協力者について 
調査協力者は，H 大学教職課程学生のうち「教育実習指

導」「教育実習」を履修し，「道徳教育の指導法」を履修し
ていない高等学校教諭一種免許状「工業」「情報」あるい
は「理科」を取得予定の 4 年生 32 名である。

4.2　研究方法について
（1）高等学校学習指導要領の道徳的用語の頻出数

調査の事前確認として，高等学校学習指導要領総則編
（平成 30 年告示）について，道徳に関連するキーワード
の頻出数を求め，課題を明らかにする。

（2）「道徳科」の内容項目に関する理解度
「道徳科」の 22 の内容項目についての 4 段階評定尺度

法で理解度を調査する。
（3）調査協力者の道徳に関連する教科等の履修状況

調査対象者の高校生時における公民科（現代社会，倫
理，政治・経済）の履修状況を調査する。

（4）調査協力者の教育実習時における道徳等の参観状況
調査協力者の教育実習時における公民科（公共，倫理，

政治・経済）の授業参観等の状況を調査する。
（5）技術者倫理と「道徳科」との内容の認識

調査協力者が大学において必履修した「技術者倫理」
の内容と「道徳科」の内容との間に関係性があると認識
する内容を検討する。

（6）教育実習記録簿の記述内容
教育実習記録簿の「道徳，特別活動について」項目の

記述内容から道徳に関係する記述を抽出する。

5. 結果と考察

5.1　高等学校学習指導要領の道徳的用語の頻出数
道徳教育に係る代表的な用語「道徳教育」「道徳科」「道

徳性」「道徳的価値」「道徳的諸価値」「道徳的実践」「道徳
的行為」「人間としての在り方生き方」「人間としての生き
方」の頻出数について，学習指導要領「総則編」（8） （9）「特
別の教科 道徳編」（10）「公民編」（11）「特別活動編」（12）（13）

を調べた結果についてまとめたものを表 1 に示す。
どの用語も高等学校学習指導要領は，中学校学習指導要

領と比較し，用語の頻出数は少ないことが認められる。
ただし，「人間としての在り方生き方」の用語は，高等

学校学習指導要領特有の用語であり，「公民編」で最も多
いことがわかる。

一方，「道徳的価値」「道徳的諸価値」について，高等学
校では，明らかに頻出数が少ないといえる。教育実習前に
中学校学習指導要領「特別の教科 道徳編」を熟読し，道
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育の成果としての生徒のよさや成長の様子を知らせたりす

ることで，家庭や地域社会の理解と協力を得るようにする
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3.研究の目的 

本研究は，道徳科の道徳的価値で構成される「内容項目」

の自己認識に及ぼす影響について，学生の教育経験，高等

学校学習指導要領，教育実習記録の記述，高等学校の公民
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において道徳教育に係る専門性と実践力をどのように育成
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4.1 調査協力者について  
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導」「教育実習」を履修し，「道徳教育の指導法」を履修し

ていない高等学校教諭一種免許状「工業」「情報」あるいは
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4.2 研究方法について 

（1）高等学校学習指導要領の道徳的用語の頻出数 
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（2）「道徳科」の内容項目に関する理解度 

「道徳科」の 22 の内容項目についての 4段階評定尺度法
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（3）調査協力者の道徳に関連する教科等の履修状況 

調査対象者の高校生時における公民科（現代社会，倫

理，政治経済）の履修状況を調査する。 

（4）調査協力者の教育実習時における道徳等の参観状況 

調査協力者の教育実習時における公民科（公共，倫理，
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中学校 高等学校 

総則 

特別の

教科 

道徳 

特別 

活動 
総則 公民 

特別 

活動 

道徳教育 285 370 48 247 50 38 

道徳科 106 370 64 20 2 0 

道徳性 54 139 15 41 2 11 

道徳的価値 8 122 4 6 0 0 

道徳的諸価値 2 27 2 8 2 0 

道徳的実践 1 14 2 3 0 2 

道徳的行為 2 14 1 6 0 0 

人間としての在

り方生き方 
0 1 0 44 127 30 

人間としての生

き方 
15 55 1 4 5 2 
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の理解であることに加え，自己理解，他者理解，人間理解，
及び自然理解と関連づけ，考え議論する授業の根幹をなす
ものとして重視されている。

また，学習指導要領の本文と解説の読解，読み物資料集
をはじめとする資料の選択とその精読，学習指導過程を吟
味する段階において，より構造化した解釈へと順序をたど
るに従い，道徳的諸価値（内容項目）についての理解の精
度を高める必要がある。

そこで，教員を志す学生には，教師としてふさわしい確
かな内面形成（14）を図るためには，教育実習前に道徳的価値
で構成される内容項目についての理解度を把握することと，
学生に内容項目・道徳的価値を意識させることが重要と考
え，内容項目に関する調査を実施した結果を表 2 に示す。

今回の調査では，肯定的に回答する傾向があったため，
「とても理解できた」と自信をもって回答している「理解
できた」群と，「やや理解できた」「あまり理解できない」「全
く理解できない」の「理解できない」群として考察する。
「思いやり，感謝」「礼儀」「友情，信頼」「よりよい学校

生活，集団生活の充実」「生命の尊さ」の内容には，自信
をもっている学生が多いことがわかり，これらの内容につ
いては，学校教育全体で日常的に重視されていることが推
察される。

一方，理解できないと回答した上位内容は，「国際理解，
国際貢献」「真理の探究，創造」「勤労」であり，これらの
内容には，自信を持てていないことがわかる。

理解できない理由の記述では，「読解力不足」「学習経験
がない」「感じることがない」「自信が無い」とあったが，
理由を言語化できない回答が多くあった。

道徳的な概念をなんとなく把握し，言葉にして説明する
ことができなかったり，考えていることや感じていること
を整理して言葉にすることが苦手だったりすることから，
相手に伝わりやすいように論理的に説明するスキルの不足
が主な要因と考えられ，日常的にトレーニングが必要であ
ると考える。

トレーニング手法としては，IlonBychen（15）の提唱する
個々のニーズに応じたマイクロラーニングのスモールス
テップとスモールユニットによる道徳的諸価値の理解をサ
ポートする手法を踏まえたアプローチにより，個々の深層
の状況を読み取りその道徳的価値観を醸成に向けたサポー
トをする必要がある。（16）

なお，大学生であっても，その道徳的価値への理解，道
徳性には個人差があり，個別に学ぶ必要性が認められる。

5.3　調査協力者の道徳に関連する教科等の履修状況
「平成 27 年度公立高等学校における教育課程の編成・実

施状況調査の結果」（17）を表 3 に示す。公民科の「現代社会」

及び「倫理」，特別活動にはそれぞれの目標に「人間とし
ての在り方生き方」を掲げており，これらを中核的な指導
の場面として重視し，道徳教育の目標全体を踏まえた指導
を行うことが求められていた。しかし，専門学科において

「倫理」の設置状況が低いことがわかる。
調査協力者の高校生時に履修した科目を表 4 に示す。全

国的な教育課程開設状況と符合するように「倫理」の履修
が少ないことがわかる。平成 27 年度の公民科の「現代社会」
では，倫理・政治・経済を横断的に扱う科目であり，現実
の課題解決を通して道徳的判断の「実践・応用」を行う場
と考えられ，資料に基づいて自分の意見を持ち，他者と議
論する実践的な力を養っているが，その道徳的判断の基礎
知識は小・中学校の道徳教育と関係性が高いと推察される。
「政治・経済」では，道徳の正義と公正を実際の社会の

中で仕組みとして組み込み，日常的に使われるように「公
共の福祉」と「個人の尊厳」のバランスを取ろうとする場
と考えられるが，人が生存するための雇用や社会保障など，

表 2　教職課程学生の内容項目に関する理解度
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論する実践的な力を養っているが，その道徳的判断の基礎
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「政治・経済」では，道徳の正義と公正を実際の社会の

中で仕組みとして組み込み，日常的に使われるように「公

共の福祉」と「個人の尊厳」のバランスを取ろうとする場

と考えられるが，人が生存するための雇用や社会保障など，

物質的な基盤である生計・経済などの社会の仕組みをテー

内容項目（端的な言葉） Ave SD 

と

て

も 

4 

や

や 

 

3 

あ

ま

り 

2 

全

く 

 

1 

A-(1) 自主，自立，自由と責任 3.47 0.50 15 17 0 0 

A-(2) 節度，節制 3.38 0.54 13 18 1 0 

A-(3) 向上心，個性の伸長 3.31 0.73 14 15 2 1 

A-(4) 
希望と勇気，克己と強い
意志 

3.41 0.61 15 15 2 0 

A-(5) 真理の探究，創造 3.28 0.57 11 19 2 0 

B-(6) 思いやり，感謝 3.72 0.45 23 9 0 0 

B-(7) 礼儀 3.69 0.53 23 8 1 0 

B-(8) 友情，信頼 3.56 0.70 21 9 1 1 

B-(9) 相互理解，寛容 3.31 0.73 14 15 2 1 

C-(10) 遵法精神，公徳心 3.28 0.67 13 15 4 0 

C-(11) 公正，公平，社会正義 3.38 0.65 15 14 3 0 

C-(12) 社会参画，公共の精神 3.28 0.67 13 15 4 0 

C-(13) 勤労 3.25 0.61 11 18 3 0 

C-(14) 
家族愛，家庭生活の充
実 

3.50 0.66 19 10 3 0 

C-(15) 
よりよい学校生活，集団
生活の充実 

3.56 0.66 21 8 3 0 

C-(16) 
郷土の伝統と文化の尊

重，郷土を愛する態度 
3.28 0.83 15 13 2 2 

C-(17) 
我が国の伝統と文化の

尊重，国を愛する態度 
3.38 0.78 17 11 3 1 

C-(18) 国際理解，国際貢献 3.25 0.56 10 20 2 0 

D-(19) 生命の尊さ 3.66 0.54 22 9 1 0 

D-(20) 自然愛護 3.44 0.61 16 14 2 0 

D-(21) 感動，畏敬の念 3.47 0.66 18 11 3 0 

D-(22) よりよく生きる喜び 3.53 0.66 20 9 3 0 

表 2 教職課程学生の内容項目に関する理解度 
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物質的な基盤である生計・経済などの社会の仕組みをテー
マとする可能性が高いと推察される。
「倫理」では，宗教，哲学，心理学などを通して，「人間

としてどう生きるべきか」「善とは何か」という道徳の本
質を学問的に探究し，小・中学校の道徳で学んだ「思いや
り」や「正義」といった価値を論理的に再構築する場と考
えられる。

高等学校において「倫理」の履修が少ないことを踏まえ
ると，大学教育の教職課程において，人間としての在り方
生き方への関心を高め，先哲の考え方を取り上げて自分自
身の判断基準を形成するために必要な倫理的な諸価値につ
いて理解と思索を深める必要がある。そして，道徳教育に
携わるためには，小・中学校教育で育まれた道徳的判断力
の論理的な裏付けを大学教育で発達段階に応じて学修する
必要があると考える。

5.4　調査協力者の教育実習時における道徳等の参観状況
「令和 5 年度公立高等学校における教育課程の編成・実

施状況調査の結果」（18）を表 5 に示す。高等学校では，令
和 4 年度入学者から平成 30 年に改訂された高等学校学習
指導要領が実施されている。（19）

「公共」が全ての生徒が履修する必修科目となり，「倫理」
と「政治・経済」は，「公共」を履修した後に学ぶ，より
専門的な選択科目という位置付けである。「倫理」の開設は，
高等学校で最も少ないことがわかる。

教育実習期間中の「公共」「倫理」「政治・経済」の授業
参観の状況を表 6 に示す。「公共」を 2 名，「政治・経済」
を 2 名が参観し，「倫理」の参観者は 0 名である。

教育実習は，大学の講義等で学んだ知識を実際の生徒を
前にした時に「どう機能し，どう機能しないのか」を肌で
感じる場であるが，道徳に関する指導については，ほとん
ど理解する機会は，得られなかったと推察する。

つまり，高等学校では，生徒の発達の段階に対応した指
導の工夫が求められることや，小・中学校と異なり「道徳
科」が設けられていないことから，大学教育においては，

学校の教育活動全体を通して行う道徳教育の指導は，必ず
実施する必要があると考える。

5.5　技術者倫理と「道徳科」との内容の認識
技術者は，多様な社会的ニーズや要求を見いだすだけで
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在り方生き方」の探求よりも，「政治・経済」で扱われる
現代の民主主義社会を維持するために不可欠な公共的な道
徳性のような，社会的価値としての「公正」や，「現代社会」
で扱われる経済倫理のような，現代社会の諸課題における

「倫理的判断」を技術者倫理で学修していることがわかる。

5.6　教育実習記録簿の記述内容
教育実習記録簿の「道徳，特別活動の指導」について記

述する欄がある。学生の記述内容について分類したものを
表 8 に示す。32 名中 12 名に記述があった。

全教育活動，道徳教育，教科指導，特別活動，学校生活
の中に，道徳教育における道徳的価値に向き合い人間とし
ての在り方生き方に触れる場面をなんとなく見出している
ことがわかる。

これらのことから，学校の教育活動の中に，道徳に関す
る指導と計画的に位置付けられている活動とは理解できな
くとも，日々の実践の中に道徳的な実践が行われていて，
隠れたカリキュラムとして知らず知らずのうちに身につけ
ている可能性が推察される。

5.7　総合的なまとめ
5.7.1　道徳教育における個別最適な学びと往還関係

道徳科における「個別最適な学び」とは，生徒一人一人
が道徳的な問題を自ら見出し，自分を見つめ，他者の考え
に触れながら自らのよりよい生き方について考えを深めて
いくことである。そのために授業で大切にしたいことが，

「考え，議論する道徳科の時間」「問題解決的指導過程」等
である。これを実現するためには，学校全体としての取り
組みが必須である。つまり，道徳教育全体計画，年間指導
計画，年間評価計画等について，全教師で「指導計画の重
点化」を検討したり「指導方法の情報共有」等を図ったり
することが重要である。（21）

また，学校現場において，先端技術と ICT の効果的な
利活用が求められている。個別最適な学び（22）や協働的な
学びに結びつく教材や指導法の開発に注目されている。具
体的には AR/VR 技術を用い，学生の生活環境の違いや体
験不足からくる思考や認知の特性及び状態を確認するな
ど，個人差に対応した道徳教育の指導法が考えられる。

さらに，道徳に関する「理解」が，生徒のその後の学習
や生活など，学校の教育活動全体における「実践」へと展
開されることが求められる。つまり，学校における道徳教
育の二重構造を「学校の教育活動全体を通じて行う」道徳
教育と道徳科授業との間で，往還的な機能をもつことが考
えられる。（23）

その往還関係を図 1 に示す。小・中学校では道徳科の時
間を通して道徳的行為を内面的に支える力，道徳的実践力
を高めていくことで，日常生活の様々な場面において，道
徳的価値を実現する行為を生徒が主体的に選択・道徳的判
断力に基づいて道徳的実践となる。

そして，日常での実践が，道徳の時間においてもより深
く実感を伴って道徳的行為を支え，より道徳的実践力が高
まることに繋がると推察する。

そこで，高等学校では公民科「倫理」，大学では「技術
者倫理」が同様に中核的な役割を担い，学生の道徳的価値
の理解と自覚を深め，道徳性が育まれると考えられる。
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5.7.2　道徳的価値の理解を支える道徳性の発達段階
「道徳科」の内容項目は，道徳科の授業で教科書を使っ

て考えさせたり，道徳的価値を学習させたりするための手
掛かりとなる。そして，道徳的価値の良さを学び，一人一
人の中に形成される感じ方・考え方が習慣化されると道徳
的価値観となる。

しかし，道徳的価値観を深めても，自己の生き方・価値
観は，人様々で一様ではない。自己の生き方にとって，ど
のように大事にするか，どの程度大切だと思うかなど，そ
の認識の質（内容の深さや正確さ）・程度（自己を客観視
できている範囲や強さ）により，価値観は同じにはならな
いと考える。

つまり，大学生になっても，価値観は同じにはならないた
め，自己認識の質も程度も一様ではない。「道徳科」の内容項
目について理解できない理由を言語化できないことなど，道
徳性の発達段階を個々に応じた配慮をしなければならない。

例えば，エラスムス，ルソー，カントの教育観，人間観，
子ども観には共通点があることに着目し触れさせること
で，時代を超えた普遍的な問題を，身近な問題と繋げて，
色々なものの見方や考え方があることに気付かせる。それ
ぞれの考えの根拠や違い，特徴等を捉え，自分の考えを多
面的・多角的な視点から振り返って考えさせることも大切
であると推察する。

エラスムスは「文学的教養や上品さを備えた人間」「学
識深く有徳で思慮深い人間」「知的・道徳的に陶冶された
人間」を求めた。（24）

そして，ルソーは「教師は生徒にふさわしく教育されて
いなければならない」ことを主張した。（25）

さらに，カントは「自己自身を改善すること，自己自身
を教化すること，そしてみずからが道徳的に悪である場合
には自己自身で道徳性を身に付けるようにするというこ
と，これらが人間の行うべき義務」であると指摘した。（26）

つまり，エラスムス，ルソー，カントの主張する人間観，
教育観，子ども観，教師観による道徳的価値で構成される
内容項目に向き合うことによって，道徳的価値について多
面的・多角的に理解と思索を深めることができる。教師と
しても，生徒の判断基準を育てるにふさわしい内面形成が
期待される。

なお，道徳性の発達理論には諸説あるが，コールバーグ
（Lawrence Kohlberg: 1927-1987）の道徳性の発達理論を
活用することによって，大学生に道徳性に係る発達段階を
自己認識させ，自らの道徳性を自己吟味・判定させる必要
性があると考える。

コールバーグの道徳性発達理論には，ピアジェの「認知発
達的」あるいは「相互作用論的」な心理学と，デューイの「進
歩主義的」な教育哲学に基づき，発展させたものである。

つまり，道徳性を考える上では，ピアジェの児童期に限
定したものに，さらに青年期や成人期をも含んだコール
バーグの包括的な道徳性発達理論の知見が手がかりになる
と推察される。（27）（28）（29）（30）

今後 , この時間に考察・吟味した道徳性 , 特に道徳的判
断力と , 形成された自己認識による広い視野から , 多面的・
多角的に道徳的諸価値の理解を図り , 人間としての在り方
生き方を考え , 主体的な判断による道徳的実践に結びつく
生徒の育成を目指す教員養成が重要であると考える。

5.7.3　教育実習に行くまでに行う道徳教育について
高等学校教諭一種免許状を取得する学生は，「道徳教育

の指導法」を履修しないため，「教育実習」「教育実習指導」
「教職実践演習」における道徳教育について指導する時間
は限られている。

これらのことから得られた課題を踏まえて効率的にポイ
ントを押さえた事前指導と事後指導が重要と考えられ，教
育実習を履修する前に修得しておくことが望ましい道徳に
関する指導内容に整理したものを表 9 に示す。
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図 2 道徳的実践と道徳的実践力 

表 9 教育実習前に行う指導・課題意識 

図 1　道徳的実践と道徳的実践力
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ー，カントの教育観，人間観，子ども観には共通点がある

ことに着目し触れさせることで，時代を超えた普遍的な問

題を，身近な問題と繋げて，色々なものの見方や考え方が

あることに気付かせ，それぞれの考えの根拠や違い，特徴

等を捉え，自分の考えを多面的・多角的な視点から振り返

って考えさせることも大切であると推察する。 

教師という存在(資格)について，エラスムスは「文学的教

養や上品さを備えた人間」「学識深く有徳で思慮深い人間」

「知的・道徳的に陶冶された人間」を求めた。(24) 

そして，ルソーは「教師は生徒にふさわしく教育されて

いなければならない」ことを主張した。(25) 
さらに，カントは「自己自身を改善すること，自己自身

を教化すること，そしてみずからが道徳的に悪である場合

には自己自身で道徳性を身に付けるようにするということ，

これらが人間の行うべき義務」であると指摘した。(26) 

つまり，エラスムス，ルソー，カントの主張する人間観，

教育観，子ども観，教師観による道徳的価値で構成される

内容項目に向き合うことによって，教育に相応しい教育が

行われ，教師に相応しい教師が機能することになると考え

られる。 
なお，道徳性の発達理論には諸説あるが，コールバーグ

(Lawrence Kohlberg: 1927-1987)の道徳性の発達理論を活

用することによって，大学生に道徳性に係る発達段階を自

己認識させ，自らの道徳性を自己吟味・判定させる必要性

があると考える。 

コールバーグの道徳性発達理論には，ピアジェの「認知

発達的」あるいは「相互作用論的」な心理学と，デューイ

の「進歩主義的」な教育哲学に基づき，発展させたもので

ある。 

つまり，道徳性を考える上では，ピアジェの児童期に限

定したものに，さらに青年期や成人期をも含んだコールバ

ーグの包括的な道徳性発達理論の知見が手がかりになると

推察される。(27)(28)(29)(30) 

今後,この時間に考察・吟味した道徳性,特に道徳的判断

力と,形成された自己認識による広い視野から,多面的・多

角的に道徳的諸価値の理解を図り,人間としての在り方生

き方を考え,主体的な判断による道徳的実践に結びつく生

徒の育成を目指す教員養成が重要であると考える。 

 

5.7.3 教育実習に行くまでに行う道徳教育について 

 高等学校教諭一種免許状を取得する学生は，「道徳教育の

指導法」を履修しないため，「教育実習」「教育実習指導」「教

職実践演習」における道徳教育について指導する時間は限

られている。 

これらのことから得られた課題を踏まえて効率的にポイ

ントを押さえた事前指導と事後指導が重要と考えられ，教

育実習を履修する前に修得しておくことが望ましい道徳に

関する指導内容に整理したものを表 9に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 道徳的実践と道徳的実践力 

表 9 教育実習前に行う指導・課題意識 表 9　教育実習前に行う指導・課題意識
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6. おわりに

教職課程における高等学校の道徳教育を担う学生に対す
る指導を充実させるために，道徳的価値で構成される「内
容項目」の理解に係る自己認識，高等学校の公民科の教育
経験，大学教育の技術者倫理，高等学校学習指導要領及び
教育実習記録の記述等から検討した。その結果，次の成果
と課題が見出された。
・	 教職課程の学生は，「道徳科」の内容の理解度は，どの

内容も高いことが認められた。
・	 高等学校学習指導要領総則編内の道徳的用語から，高等

学校の道徳に関する指導は，「人間としての在り方生き
方」が中心であることが分かった。

・	 高等学校においては，「倫理」の履修が少ないことが分

かり，小・中学校教育で育まれた道徳的判断の論理的な
裏付けを大学教育で学修する必要性が示唆された。

・	 教育実習での道徳に関する指導については，ほとんど機
会は得られなかったと推察され，大学教育での履修の仕
方を見直す必要性が示唆された。

今後は，「道徳教育の指導法」を履修しない教職課程学
生が履修する「教育実習指導」「教職実践演習」において
道徳教育に係る専門性と実践力をどのように育成するかの
具体的な内容を検討したい。例えば，「生徒指導の理論及
び方法」において，体罰やいじめの問題を法学的，倫理学
的にアプローチし，道徳的価値の把握及び道徳性の発達段
階に関する自己理解と自覚を深め議論する場を設定するこ
とが考えられる。
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